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月
３
日
、
千
代
田
町
内
の
小
・

１２
中
学
校
で
神
埼
市
産
農
産
物
を
ふ
ん

　

月　

日
、
高
取
山
公
園
（
脊
振

１１

２３

町
）
ふ
れ
あ
い
広
場
で
干
し
柿
作
り

体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
間
部

で
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
干
し
柿
作

り
を
、
多
く
の
方
に
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
始
ま
り
、
現
在
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。

参
加
者
ら
は
、
肌
寒
い
中
、
渋
柿

の
皮
を
一
生
懸
命
む
き
、
干
し
柿
を

作
り
ま
し
た
。
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月　

日
か
ら　

１１

１５

２３

日
ま
で
、
九
年
庵
の

一
般
公
開
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
台
風
の
被

害
も
な
く
、
朝
晩
の

冷
え
込
み
に
よ
り
、

期
間
を
通
し
て
紅
葉

が
あ
ざ
や
か
で
好
評

の
内
に
終
了
し
ま
し

た
。好

調
だ
っ
た
昨
年

の
来
園
者
を
も
上
回

る
約
７
万
９
千
人
の

方
々
が
九
年
庵
の
紅

葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

月　

日
、
第
３
回
神
埼
市
子
ど

１１

１６

も
音
楽
の
集
い
が
、
千
代
田
文
化
会

館
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

市
内
の
保
育
・
幼
稚
園
、
小
・
中
・

高
等
学
校
か
ら　

団
体
、
約
７
０
０

２１

人
が
出
演
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
、
三

曲
を
発
表
。
保
育
・
幼
稚
園
児
の
楽

器
演
奏
で
始
ま
り
、
小
学
校
か
ら
中

学
・
高
校
へ
と
進
み
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
演
奏
や
合
唱
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
客

は
、
個
性
豊
か
な
演
奏
や
合
唱
に
、

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
給
食
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
給
食
に
は
、
神
埼
町
産

の
「
大
根
」、
千
代
田
町
産
の
「
お
米

（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）」、
脊
振
町
産
の

「
高
菜
漬
」、
ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
の
果

肉
入
ゼ
リ
ー
に
は
、
佐
賀
み
か
ん
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
根
は
、
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
郡
女
性

部
の
方
が
無
農
薬
で
作
ら
れ
た
も
の

で
、
今
後
も
学
校
給
食
へ
の
提
供
を

予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

安
全
・
安
心
な
給
食
を
子
ど
も
た

ち
に
提
供
し
た
い
と
い
う
生
産
者
・

保
護
者
・
給
食
関
係
者
の
願
い
か
ら
、

地
元
青
年
農
業
者
に
よ
る
野
菜
の
納

入
な
ど
、
地
元
産
品
を
使
っ
た
給
食

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
年
庵
が
一
般
公
開
さ
れ
た　

月
１１

　

日
か
ら
、
３
８
０
年
の
伝
統
を
持

１５つ
神
埼
め
ん
を
使
っ
た
「
神
埼
め
ん

懐
石
」
が
、
市
内
の
８
店
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
に
登
場
し
ま
し
た
。

神
埼
め
ん
懐
石
料
理
研
究
会
で
は
、

「
お
客
さ
ん
の
反
応
や
季
節
に
合
わ

せ
て
内
容
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
昼
食
限
定
、
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

「
神
埼
め
ん
懐
石
」
を
食
べ
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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・
角
屋　
　

・
竹
下　

こ
こ
ろ

・
古
雅
味　

・
き
は
ら　

・
菊
水
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・
は
ち
や　

・
魚
喜　

・
千
歳
屋
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神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

�
３
７�
０
１
０
７

神
埼
市
商
工
会
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